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平成２平成２平成２平成２２２２２年上半期年上半期年上半期年上半期    火災・救急・救助統計火災・救急・救助統計火災・救急・救助統計火災・救急・救助統計    

    

    上半期（平成２２年１月１日から平成２２年６月３０日まで）の火災・救急・救助の各

統計は次のとおりです。 

    

    火火火火    災災災災        住宅住宅住宅住宅火災火災火災火災での出火原因のでの出火原因のでの出火原因のでの出火原因の一位は一位は一位は一位は「こんろ」「こんろ」「こんろ」「こんろ」        

 

 本年上半期に津市内で発生した建物火災 33 件のうち住宅火災は 23件ありました。 

住宅火災の出火原因の１位は「こんろ」で、調理後に火を消し忘れたことや、調理中にこんろから離

れたことにより出火に至っています。 

 また、住宅火災 23 件のうち、住宅用火災警報器が設置されていたのは、5 件だけでした。 

火災概況火災概況火災概況火災概況                                ▲は減を示す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    

出火原因出火原因出火原因出火原因                                   ▲は減を示す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



    

    救救救救        急急急急        軽症患者が軽症患者が軽症患者が軽症患者が 55555555％％％％    

    

本年１月から６月までの上半期に市内で発生した救急出動件数は、５，８５２件で、事故種別では急

病３，６０６件が最も多く全体の６２％を占め以下、一般負傷８７６件（１５％）、交通事故６８１件

（１２％）でした。 

  昨年同期と比較すると、出動件数は３００件、搬送人員は３３６人とそれぞれ増加となりました。急

病、一般負傷、交通事故と平均的に増加しており、その中でも特に軽症患者が全体の５５％を占めてい

ます。 

緊急性のない軽症患者の方を救急車で搬送すると救急病院に患者が集中するため、本当に必要な方の

搬送病院がなくなることが全国的にも問題になっています。 

 １１９番通報する前にもう一度考えてみてください。そうする事により本当に救急車を必要とする方

の貴い命が救われることになりますので、救急車の適正利用にご協力を御願いします。 

救急概況救急概況救急概況救急概況                                  ▲は減を示す 

区    分 平成２２年上半期 平成２１年上半期 比  較 

出 動 件 数 ５，８５２ ５，５５２ ３００ 

搬 送 件 数 ５，４３０ ５，１２０ ３１０ 

不 搬 送 件 数 ４２２ ４３２ ▲１０ 

搬 送 人 員 ５，５５７ ５，２２１ ３３６ 

 

 

救救救救        助助助助        出動件数２１％減少出動件数２１％減少出動件数２１％減少出動件数２１％減少    

        

  本年１月から６月までの上半期に市内で発生した救助件数は６１件でした。その主な内訳は交通事故

が３６件で全体の約５９％を占め、次いでその他の事故１４件、建物等による事故４件、水難事故３件、

ガス及び酸欠事故２件、機械による事故１件、火災１件となりました。 

昨年同期と比較すると、出動件数は２１％（１６件減）の減少となりました。 

出動件数６１件の内、現場で活動した件数は３４件で３３人を救助しました。活動件数に入っていな

い２７件については、救助隊が到着するまでに自力脱出したり、付近の住民の方等により救出されたも

のです。 

救助概況救助概況救助概況救助概況                            ▲は減を示す 

区    分 平成２２年上半期 平成２１年上半期 比  較 

出 動 件 数 ６１ ７７ ▲１６ 

活 動 件 数 ３４ ４０ ▲６ 

救 助 人 数 ３３ ３８ ▲５ 

 


